長保寺の西条出身藩主墓所の清掃にあたって　　　西条石鎚ライオンズクラブ

　私達、西条石鎚ライオンズクラブは、国際協会の一員として、その目的に沿って社会奉仕に取り組んで参りましたが、１９９６年は、私達の最も身近な『郷土にウィサーブ』をスローガンに掲げて活動する一方、郷土 西条市をより一層理解し、地域に根をおろした取り組みを進めようと、文献を繙き、史跡を尋ね、郷土史研究家の話を拝聴して参りました。

　そんな中で、最も印象深く心を引かれたのは、宗家 紀州藩 徳川家と唯一の分家、伊予西条藩 松平家の関係であります。

　徳川ご三家、紀州藩の初代藩主、徳川頼宣の二男 松平頼純が、１６７０年(寛文１０年)２月 伊予西条藩主になって以来、１８６９年(明治２年)４月 第１０代伊予西条藩主 松平頼英が、藩政を奉還するまでの２００年間、両藩の親密な交流がなされました。

　すなわち、伊予西条藩２代藩主 松平頼致は、享保元年 紀州藩５代藩主 徳川頼方が、徳川８代将軍 吉宗となった後、紀州藩６代藩主 徳川宗直となり、伊予西条藩５代藩主 松平頼淳も安永４年 紀州藩本家を継いで９代藩主 徳川治貞となり、更には、伊予西条藩１０代藩主 松平頼英の弟、頼久も紀州藩１４代藩主 徳川茂承となったほか、紀州藩からは、７代藩主 徳川宗将の二男頼謙が、伊予西条藩６代藩主となるなど、宗家、分家として格別深い間柄でありました。

　この間、家臣達の両家相互の交流は、数知れず、廃藩後も多くの人は、任地に定着しその子孫が、現在も和歌山と伊予西条の両地区で活躍している事を思えば、誠に感慨深いものがあります。

　また、伊予西条藩 松平家は、徳川譜代の大名として江戸に定住しており、そのため歴代藩主の墓所は、遠く身延山や池上本門寺に散在し、伊予西条藩領内には、全く存在しておりませんでしたが、文献によれば、前述の伊予西条藩から紀州藩を継いだ、松平頼致(徳川宗直)、松平頼淳(徳川治貞)と松平頼久(徳川茂承)の墓所が紀州徳川藩の菩提寺、下津町 長保寺の山内に安置されている事を知りました。

　そこで、私達は早速、長保寺内の元 伊予西条藩主の墓参を思いたち１９９７年６月一面識もない下津ライオンズクラブ様に厚顔しくも案内をお願いし、今まで学んだ史実に基づく、５５万５千石 徳川紀州藩菩提寺の偉容に目を見張ると共に、墓参の叶った喜びと、下津ライオンズクラブの皆様方のご懇切なご厚情に感謝し、今更ながら、下津町と西条市の深いご縁を再認識しました。

　そして、これを機会に下津ライオンズクラブと西条石鎚ライオンズクラブは、親しく交流を続け２０００年１月１日の姉妹提携を契桟に両クラブは、共同して社会奉仕活動を進めてまいりました。

今回は、両クラブの恒久的友好関係を樹立する奇しき縁となった、元 伊予西条藩主の墓所の清掃活動を実施し、初心を忘れず今後ますます、友愛と相互理解を深めクラブの向上発展に資する事業としてこの活動を計画しました。
